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はじめに
　テレビ漫画「サザエさん」のなかで，こんな話があった。家庭教師として雇われた一流
大学の学生が力んでやってきたが，カツオ君が繰り出す「ダンプトラックがカーブにさし
かかったときに落とした物は，な一に？」や「遠くにあっても近くにあるお店屋さんは，
な一にP」の質問に答えることができずに，いそいそと退散をしてしまう。このエピソー
ドは，高等教育を受けた大人が常識という言葉の網に捕えられ，自由に身動きできないで
いる様をつたえておもしろい。また，子供のなぞなぞ遊びが言葉という制度に揺さぶりを
かけ，その硬直化に反省を促し創造的使用のきっかけをあたえることを，同時に，おしえ
ている。
　さきごろ，洗濯の手伝いをしていた5歳になる子供が，力いっぱい絞ったズボンから滴
がたれるのを見ながら，「ないている」と言うのを聞いた。日常的な場面でとりおこなわれ
たこの発話に対し，ひいき目をもつ母親なら自分の子供に詩心を認めるところであろうが，
15歳の中学生が言ったのであれば，動詞句「泣いている」の語彙選択制限も理解していな
い言葉知らず，と即断されるのがおちである。しかし同じ大人でも詩人が言ったとわかれ
ば，誰もがこれを詩的表現と判断するであろう。ところで，一つの社会には，さまざまな
モノやコトをとり結ぶ固有の約束がある。これは文化の重要な一部である。そしてこの約
束こそ，その社会で使用される言語に他とは異なる独自性をあたえているといえる。とす
れば言語の習得とは，単純化していえば，その社会にすでに存在するモノとコトとの固有
の関係づけを学習することだ，と言いかえることができる。生まれた子供は社会への参入
のために言語の規則を覚えてゆく。そして，覚えることによりこの言語社会が持つ独自の
「ものの見方」を身につける。従って，大人の目からみれば文法違反を犯している子供の
言葉は，実は，カツオ君のなぞなぞと同様に，当然のこととして了解されている「ものの
見方」に疑問符をうち，半ば自動化されたわれわれの言葉づかいに反省を促していると受
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け取れるのである。また詩人による意図的な言語違反は，一つの言語文化に取り込まれた
我々の精神と感情を解放する創造的試みであるともいえる。
　言葉は人間が創造したものである。今も，新しい物や新しい見方が生まれると，それに
応じて，古い語彙や文法形式を捨て，新しい表現形式をつくりだしている。しかし幼児の
言語習得を思いおこせば，主客転倒がおこり，言葉は，守られるべき制度として，規則の
遵守をわれわれに強いてくることがわかる。たとえば英語を第2言語として学習する際，
JANGLISHを意図でもしないかぎり，英語は守られるべき制度という側面しか持ちえな
い。しかし，この制度を構成する諸々のコードが，どのようなものの見方を反映している
のか，言いかえれば，いかなるものの見方が英語の語彙や文法形式をあらしめているのか，
にまで視野をのばす時，先に述べたなぞなぞや幼児の言語違反と同じように，日本語が前
提し，われわれが疑うことなく了解しあっているものの見方に疑問を呈することになる。
　丸山圭三郎（1985：69）は言語と認識との関係について，「世界は，のっぺらぼうの連続
体ではなくて，すでに，ある種の絵柄が組み込まれ，．．．その絵柄の上に重ね書きをしてい
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ことわくのが，言語による意味二現象化ということです」と説明し，世界の分節化を〈言分け構
造＞とよんでいる。く言分け＞は言語により異なり，したがって，世界の分節化は文化によ
り異なる。小論では，英語のいくつかの表現・文法形式に焦点をあて，これらの言語形式
を必要とする英語文化特有の分節化を明らかにし，英語教育の現場で，言葉そのものを意
識的に考える素材を提供したい。
1．原因・理由の世界
　英語で原因・理由を表す接続詞は，BECAUSE，FOR，AS，SINCEの4つであり，こ
れらは，「～の原因で」，「～なので」，「～だから」と日本語に翻訳されるム英語にはこれら
4つの接続詞を使い分ける「原因・理由」の世界の切り取り方があると考えられる。Quirk
6厩1（1984：1103－5）を参考にして議論を進めると，BECAUSEはWHY一一？疑問文に対
して答えを導く唯一の接続詞であることから，BECAUSEが連結する2つの出来事はとも
に事実であり，両者の関係は直接的（DIRECT　REASON　relationship）で，一方の出来
事が他方を必然的に引き起こす場合に，主に，用いられる。これに対し，その他3つの接
続詞が連結する出来事の関係は状況的で間接的（INDIRECT　REASON　relationship）で
あるといえる。つまり，接続詞で導かれる出来事は，主節におかれた出来事の直接の原因
とはならず，それを動機づける要素の1つにしかすぎないのである。
　それでは，FOR，AS，SINCEの間にはどのような使い分けがあるのか，次の文を例に
とって考えてみよう。
　1）Percy　is　in　Washigton，FOR　he　phoned　me　from　there．
　2）AS　it’s　raining，we　shall　have　to　stay　at　home．
　3）SINCE　he　had　not　paid　his　bill，his　electricity　was　cut　off．
　FORの場合，それが動機づける主節の出来事は客観的な事実ではなく，むしろ話手の主
観的判断であると考えられる。文1）で，「パーシーがワシントンにいる」とするのはあく
まで話手の憶測にしかすぎず，FORがその判断に対する話者が考えるところの依り所・根
拠を示している。誰もが認める客観的根拠を提示するBECAUSEとは対照的である。
COBUZLZ）はこのあたりを次のように説明している。
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　You　can　use　FOR　to　introduce　a　clause　which　gives　the　reason　why　you　made　the
　statement　in　the　main　clause．（FOR7）
またFORに導かれる節は，終始，文末に置かれる。これは，判断の根拠が誰よりも話者自
身の主観によるというところに情報の焦点をおくからであろう。他方，ASとSINCEが導
く節は，文尾のみならず文頭にも置かれる。その理由は，LDOCEがSI：NCEに対して
　as，as　it　is　a　fact　that（SINCE　2）
と定義することから察せられるとおり，SINCEとASは聞き手にとって既知の情報，ある
いは，事実を提示するからであろう。文1）2）において，「雨が降っている」「彼が電気
代を払っていなかった」出来事は聞き手も承知ずみの事実で，この事実が，それぞれ，「家
にいなければならない」「電気が切られた」を引き起こす原因であると話手が判断している
のである。そして両者の違いは，ASに対してSINCEのほうが文語的である点であろう。
　スピーチ・レベルの関与を除けば，「原因・理由」を導く接続詞の選択には，1）話し手
の推論の余地を許さない直接的関係で結ばれているかいなか，話手の推論が介在するとし
て，2）従属節におかれる出来事はだれもが認める事実であると話手が考えるかいなか，
という2つの関心が強く働いているといえる。はたして，日本語の原因・理由表現はどう
であろうか。
2．過去の習慣の世界
　過去の習慣を明示的に表す代表的な表現として，WOULDとUSEDTOがある。Leech
and　Svartvik（1975：68）によれば，WOULDは「当事者に特徴的な，その人柄から十分
予期できる習慣」に対して用いるが，USED　TOは「過去の習慣を現在と比較対照させて
表す場合」に使う，と説明されている。
　1）He　WOULD　wait　for　her　outside　the　office　every　day．
　2）He　USED　TO　eat　out　every　day，but　now　he　can’t　afford　it．
おおざっぱにいえば，過去の習慣を2つに切り分けていることになる。問題は，いつから
このような弁別を求める意識が強く現われたかである。OEOはWOULDの初例を9世紀
後半に見いだし，次のように定義している。
　past　tense　of　wi11（ケ．‘Expressing　natural　disposition　to　do　something　and　hence
　habitual　actionシ）：Was（were）accustomed　to；used　tol
　6．888Aelfred　Bo666．xxv．§7wildu　diorδおr　woldon　to　iman＆stondan　swilce　hi
　tamu　weren．（WILL27）
　一方，USED　TOの初出は約500年ほど遅れた1385年頃とOEρは記録している。
　癬。with孟o　and　Jが．：To　be　accustomed　or　wont　to　do　something．In　very　frequent
　use　from　o、1400，but　now　only　in　past　tense‘uset　to71
　6．1385Chaucer　L696鋸4（ゾGoo4防彫6％787，For　olde　payenys　that　Idolys　horyed
　Vsedyn　tho　in　feldys　to　ben　beryed．（USE20）
この小さな事実は，少なくともチョーサー以前は意識の分化はあったにしても，「現在との
対立の中で過去の習慣を見る」という視点は，それ独自の表現様式を持たず，1つの言語
形式が複数の見方を混頓のうちに表していたことを教えている。そして意識分化の深まり
に応じて，過去の習慣が2様に表現されるようになったと考えるべきであろう。
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3．過去・未来時の世界
　時代が進むにつれて，認識の精密化，あるいは，細やかな分節化が起こり，それに対応
して表現が多様化する端的な例として，英語の過去・未来時の世界を挙げることができる。
現代英語で過去時に言及するのに，大きく，2通りの表現がある。
　1）Peter　injurED　his　ankle．
　2）Peter　HAS　injurED　his　ankle．
五島・織田（1977：83）は，現在完了形を「もうひとつの過去」とよび，それは「現在を
含む過去」であると簡潔に説明している。古英語には，HAVE＋一一EDの形式はあったとし
ても，それは所有を表すHAVE＋対格名詞＋一EDの異形にすぎず，当時は，過去時制が
現在完了形の機能をも果していた。では，いつ現在完了形が文法形式として定着したのか
というと，小野・中尾（1980：378）は，Hoffmann（1934）の調査に基づき，1200年頃す
なはち中英語の初期と断定している。しかしこの複合時制は，チョーサーの次の例が示す
ように，14世紀後半になってもまだ過去を表す副詞句と共起して用いられ，過去形と完了
形の完全な機能分化は近代英語まで持ち越されたようである。
　and　homward　he　shal　tellen　othere　two［tales］，of　aventures　that　whilom　han　bifalle
　（αzn彪76z硬y　T4」6s，General　Prologue）
いずれにせよ，1500年頃までには，過去の出来事を現在時との関連において捉えるか，あ
るいは，切りはなして捉えるか，の2つの分節化が成熟し，英語は新しい表現形式「現在
完了形」を獲得したといえるだろう。
　ここで注意したいのは日本語の場合である。図式的にいえば，平安時代には，「つ」「ぬ」
「たり」「り」「き」「けり」の6様に言い分けられていた過去の世界が，室町時代には，「た
り」から変化した「た」以外は消滅し，ただ1通りの表現により認識されるようになった
という。日本語は英語とは異なり，縮小整理の方向を辿ったことになる。
　未来時表現（意志などの法的意味をともなわない単純未来）についても，英語は，歴史
的には，拡大整理をおこなってきている。現在，次の5通りの形式で未来時を切り分けて
いる。
　1）The　parcel　WILL　leave　tomorrow．
　2）The　parcel　IS　GOING　TO　leave　tomorrow．
　3）The　parcel　IS　leavING　tomorrow．
　4）The　parcel　leaveS　tomorrow．
　5）The　parcel　WILL／SHALL　BE　leavING　tomorrow，
五島・織田（1977：77）は，この5通りの表現に対応する未来の出来事の捉え方を，次の
ように，興味深く図示している。
1）
一1注＜⊃
　　　Ieave
2）
’mgoingto
leave
3）
，m　leaving
4）
1eave
5）
　’11
ひ一一一 ノN／N
beleaving
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2）3）4）は，現在完了形の場合と同様に，未来の出来事を現在との関連において捉え，
1）と5）は現在とは切り離された未来圏の事柄とみなす点で，過去時制を用いる認識の
仕方と同じである。
　ここでは，2）のBE　GOING　TOを取りあげてみよう。BEGOINGTOは，荷物が「出
発する」という動作に向かって，いま事態が進行しているという見方である。0配）によれ
ば，初例は1482年である。
　〃o嘘‘ゾE∂6shα解43，Thys　onhappy　sowle．．．was　goyng　to　be　broughte　into　helle
　for　the　synne　and　onleful　lustys　of　her　body．（GO47b．）
その後，徐々に使用を広げ，19世紀には完全に定着した。Potter（1969：125）の観察「シ◎エ
イクスピアはこの表現をほとんど使っていない。全作品中，せいぜい8例もあればよい。
一方，ディケンズは『オリバーツイスト』の中だけで，650例のWILLとSHALLに対し
BE　GOING　TOを25例も使用している」は，このあたりの事情をよく伝えている。
4．仮想の世界
　過去・未来時表現とは対照的に，縮小整理の道を選ぶのが仮想の世界である。「法」
（Mood）と称される文法範疇がそれである。英語では，対象を事実と捉えて表現する場合
には直接法（lndicative　Mood）を，仮設的なものとして表現する時には仮定法（Subjmctive
Mood）を，それぞれ用いる。こうした認識の弁別は古くからあり，それに応じた言語的識
別が古英語よりおこなわれている。しかし近代英語に入って，この言語上の弁別が厳密に
なされなくなり，仮定法の使用が一部に押し込められてきている。「言語の経済」が原因で
もあろうし，認識上の弁別がさほど求められなくなったことも，関係しているのであろう。
チョーサーを例にとれば，まだ起こっていないこと，これから生起する動作・状態を表す
場合でも仮定法が用いられている。
　1）10ke　pat　pou　write　who　do　mikel　or　lite1（L696％4）
　2）Er　I　be　deed，yet　wol　I　kiss　the（C傭召吻型，Wife　of　Bath）
　3）11edetheethatthougettAfellowethatcanweleconceleAndkepethicomsele
　　　（R．ROS召）
現代英語では，1）は“who　does　much　or　little”，2）は“Before　I　am　dead”のように，
動詞を直接法にして表現する。3）は，アメリカ英語では，今でも，化石的に仮定法を用い
るが，英語では，助動詞SHOULDを用いた迂言形で言いかえるのが普通である。
　仮定法の使用が抑制されたといっても，今なお，IF一が導く節内においては仮定法が用い
られる。われわれ日本語話者にとってこのような仮定法の使用は難しい。それは，対象を
事実的か仮設的かに区別したうえで，言語化するという習慣がないからであろう。たとえ
ば，
　4）If　you　touch　me，1’11scream．
　5〉If　you　touched　me，1’d　scream．
を日本語に直せば，ともに「もし私に触れたら，声をだすから」の訳となる。そして今度
は，これを高校生に英語に翻訳させると，4）の表現しかでてこない。仮に，われわれは
認識の上で両者を区別しているとしても，それが言語上の識別を伴うところまではいって
いないのである。
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5．可能性の世界
　日本語で「かもしれない」と置きかえられるMAYとCANについても，仮想の世界と
同様のことが言える。Leech（19872：81）は，次のような例を挙げて，MAYは事実的，CAN
は理論的だと説明している。、　　　　　　・
　1）The　road　may　be　blocked（＝‘It　is　possible　tha　the　road　is　blocked’；＝‘Perhaps
　　the　road　is　blocked7）．
　2）The　road　can　be　blocked（＝‘It　is　possible　for　the　road　to　be　blocked7；＝‘It　is
　　possible　to　block　the　road’）．
また，ここでたてられた事実的／理論的の区別は，動名詞と不定詞，that一節と不定詞句，
などの使い分けにも関係する。
　以上4．5．をあわせて考えれば，英語は，対象の認識把握に［事実的／仮設的／理論
的］のパラダイムをもち，仮設的把握は事実的把握に侵食されつつあるものの，今なお，
それぞれの見方に対応する言語表現を持っていることになる。
おわりに
　これまで5つの項目について手短に論じてきたが，考えてみれば，これらは，従来，語
法研究という名で呼び習わされてきたものである。しかし語法研究もこのようにものの見
方と関連づけ，その歴史的展開にまで考慮をのばせば，また新しい研究の意義が生まれて
くる。従来の研究成果を文化のコンテクストにおいてもういちど読み直す必要がある。さ
らに，議論の対象を語彙にまでのばし，各言語文化の間に窺われる分節化の差異を検討す
ることは，当該文化のものの見方を明らかにするうえで，ぜひとも必要な作業である。
　語学教育に携わる者は，語彙，語法，文法を扱う際，こうした文化の視点を忘れてはな
らない。われわれは英語を習って最初に出くわす問題は，冠詞の取り扱いである。日本語
で「たまご」という1語で表す対象が，英語では，
　1）　You　ate　an　eg9．
　2）You　have　egg　on　your　chin。
の2様（anegg／egg）に言い分けられる。同じ「たまご」がなぜ，英語では，不定冠詞の
有無により区別されなければならないのか。中学生が等しくいだく素朴な疑問である。し
かし考えてみれば，1）の「たまご」は，目玉焼や煮抜き卵など，ひとつのまとまりある卵
料理を表し，2）の方は，黄身や白身などの無定形なものとしての「たまご」を問題にして
いることは誰にでもわかる。ただ日本語はこの定形／無定形，可算／不可算の区別を言語
的に明示しないが，英語は冠詞により弁別しないと気がすまない言語である，というだけ
であろう。しかしこういう点こそ日本語を反省的に見直す機会であり，日本語文化に取り
込まれた我々に新しいものの見方を提示するチャンスでもある。
　学習指導要領は外国語科の目標として，1）外国語の運用能力を養うこと，2）言語意識
を高めること，3）異文化理解，の3つの柱をたて，それぞれ細目を決めている。これま
で議論してきた事柄は，外国語教育の目標のうち，言語意識を高めることと強く関係し，
言語そのものによる異文化理解とも通じている。英語の学習は，世界の人たちとのコミュ
ニケーションを目標とするだけではなく，カツオ君の「なぞなぞ」に話を戻せば，「カーブ
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でトラックが落としたものは，スピード！」「遠くにあっても近くにあるお店は，ソバ屋さ
ん！」と答える柔らかな視点の取り方を可能にする教育をも，同時に，狙いとしたいもの
である。
（付記）本稿は，昭和63年度英語教育研修講座（長崎県教育センター）において，「言葉と
ものの見方」と題しておこなった講義の一部を，体裁を改めて書き直したものである。な
お，問題の取っ掛かりは，世羅博昭先生（本学部国語科教室）の示唆に富む話の中から生
まれたものであり，本稿になんらかの意味があるとすれば，それは先生の賜である。
参考文献
COBUILD（1987）：Coll吻s　E％gl商h　L伽g襯g召Z）♂6ガo％ηLondon：Collins
五島忠久・織田稔（1977）『英語科教育　基礎と臨床』東京：研究社
Leech，G．N．（19872）κ64勉ng伽4孟h6E％gl丞h％7わLondon：Longman
Leech，G．N．and　Svartvik　J．（1974）z4Co彫解％n磁伽6G鵤解解α7‘ゾE銘8・1乞sh　London：Longman
LDOCE（19872）Loη8郷側Z万漉o照ηげCoηホ6郷ρoπ砂Eηg傭h　London：Longman
丸山圭三郎（1985）「文化記号論を越えて」『言語』1985年10月号所収
Mustanoja，T．F．（1960）、4〃i躍4」6勘g傭h助n艇，Part　l　Helslnki：Societe　Neophilologique
OED（1933）Th60駒毎E％81Zsh．Dズ6ガo％αηOxford　Univ．Press
小野茂・中尾俊夫（1980）『英語史1』東京：大修館書店
Potter，S．（1969）Ch召n4ng　E％glZsh　London：Andre　Deutsch
Quirk　R．6渉召1（1985）、4Co彫ρ泥h6％s魏0解彫卿召76ゾE％g傭h　L伽g媚g召London：Longman
Visser　E　Th．（1973）14％研腕oπの1ε卿孟砿（ゾ孟h6Eng傭h　L伽g翅g6Leiden：E．J．Bril1
